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【コメント】
　設問1は問題提起から非常に丁寧に論述されていました。Bに招集通知を発する必要がある点までをきちんと認定できていた
のは素晴らしいです。もうひとつ、決議の結果に影響を及ぼす特段の事情の有無についても検討できるととより良かったかと思
います。
　設問２は不当拒絶と認定した上で、招集通知の問題についてまで論じることができており非常に素晴らしいです。ここまで論述
できた方は少なかったです。
　設問３は、民法177条と同様の発想をすることがポイントで非常に難問でしたが、現場で民法の二重譲渡の発想を思いついて
答案でも展開している点は素晴らしいです。参考答案とは異なりますが、背信的悪意者という立論も十分にあり得るかと思いま
す。会社法130条1項を指摘できなかったのはもったいなかったですが、難問だったのでよく書けていると思います。
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